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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⻑⼿段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
藤井 孝一

革新と技術で、お客様の「つくりたい」に応える
当社は、『顧客満足』『価値の創造』『全社一丸』を経営の基本方針に掲げ、1983年の創業以来、樹脂押出成形の
分野で技術を磨いてまいりました。当社は、自社で押出機を設計・製造するメーカー機能と、世界の先進設備を取
り扱う商社機能を併せ持つ、業界でも希少な企業です。⻑年培った技術の蓄積とグローバルなネットワーク、そし
て充実したテスト設備を強みに、お客様一社ごとの課題に最適な成形ソリューションをご提案します。押出業界の
継続と繁栄を牽引するリーディングカンパニーとして、取引先・社員とともに、売上高100億円の実現に挑戦しま
す。

主⼒製品︓PMS50
（高性能単軸押出器）

〇本社所在地︓東京都港区芝浦2-1-13
〇事業概要︓プラスチック押出機および
各種成形ライン、制御装置の製造・販
売

〇常時使⽤する従業員︓44名
（2026年6月時点）

〇現在の売上高︓22億円
（2026年3月期）

〇法⼈番号︓6010401000435
〇Web︓https://ikg.ne.jp/

アイ・ケー・ジー株式会社（製造業）

 テスト能⼒の増強︓技術センター新築でテスト⼯場を拡張し、
試験速度の引上げと処理能⼒増強で納品リードタイムを短縮、
受注機会を拡大する

 魅⼒的な職場環境︓設計棟の増床で職場環境を改善して採⽤⼒
を高め、地元大学等との連携採⽤・育成で設計・成形の技術者
を確保する

 海外展開︓国内の新規顧客を開拓し、JETRO等と連携して東南
アジア中⼼の海外展⽰会出展を拡大し、販路を広げる

 代表取締役を総責任者、取締役技術センター⻑を推進統括とす
る全社推進体制

 取締役会の承認を経て経営会議で実⾏し、顧問・監査役が監督
 ⾦融機関・施⼯会社・地元大学等との外部連携による資⾦・建
設・採⽤の推進

 テスト設備の能⼒不⾜︓テスト⼯場のキャパシティ不足によ
り、納品リードタイムの⻑期化と受注機会損失を招いている

 設計・技術⼈材の確保と育成︓設計（図面）・成形（現場運
⽤）両分野での技術者が不足している

 販路拡⼤︓国内新規顧客・東南アジア市場における販路拡大
が必要
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押出事業と輸入事業の拡⼤を継続し
2036年に売上高100億円を目指す


